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筍に よ る炎症反応の 増悪 に つ い て の 検討
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【目的】筍 の 過剰摂取 に よ る と考え られ る炎症性疾患 （慢性関節 リウ マ チ，気管支喘息，

ア ト ピ ー性皮膚炎 な ど） の 活動性 の 増悪に つ い て ，臨床で は しば しば経験 され る 。

　そ こ で ，カ ラ ゲ ニ ン 空気嚢炎症 ラ ッ トモ デ ル を用 い ，筍に よる炎症増悪作用 に つ い て の

基礎的検討 を行 っ た 。

【方法】実験動物 は，SD 系雄性 6 週令 ラ ッ ト， 体重 180〜210gを使用 した 。 鶴藤 らの 方法

に よ り，カ ラゲ ニ ン 空気嚢炎症 モ デ ル を作成 し， 筍 （富山県黒河産 の 孟宗竹）抽 出エ キ ス
，

な らび に筍 エ キ ス を イ オ ン 交換に よ り抽出 した成分 （塩基性成分 と中性成分） を連 日 2rn

lつ つ 5 日間経ロ 摂取 させ ， 空気嚢中の 滲出液と肉芽重量 の 測定を行い ，対照群 （蒸留 水

摂取） と比較検討 した 。

【結果】筍摂取群で は，有意 に滲出液 と肉芽重量が増加 した 。 さ らに ， 塩基性成分 に お い

て も同様 の 結果 が得 られ た が ，中性成分 で は対照群 と有意差を認めなか っ た 。

　次に，炎症増 悪作用が有意 で あ っ た塩基性成分をメ タ ノ
ー

ル に よ り分画 （A 画分 とB 画

分）して 同様 の 実験を行い，B画分 に おい て 滲出液の有意な増加が認 め られ た 。

　そ こ で B画分を成分分析 した結果 ，L −tyrosin とL −tryp 七〇phan と判 明 し，そ れ ぞ れ で 同

様の 実験 を行 っ た結果，L−tryptophan摂取群に有意な 滲出液 と肉芽重量の 増加 を認め，　 L −

tyrosin 群 で は対照群 と有意 差 が なか っ た 。

【考察】臨床で は，L −tryptophan の経 冂摂取に よ る好酸球増多と筋肉痛を発症す るeosino

philia−myalgia 　syndrome が提唱 され て い るが
v
，本機序 は経 口 摂取 され た L −tryptophan

が 生体 で serot 。nin に代謝 さ れ，こ の 結果炎症 反応が増悪す る もの と さ れ て い る 。 本実験

結果 と考え 併せ る と，筍 に よ る炎症 増悪 の 一因 と して L −tryptophanの 関与が 示唆 され た 。

【結論】筍の経 口摂取 に よ る炎症増悪 の
一

因子 と し て ， L −tryptophan の 関与が 推察 され

た。

1） Eidson，　 M ．　 et　 al ．： L −tryptophan 　 and 　 eosinophilia −myalgia 　syndrome 　 in

　 New　 Mexico．　 Lancet　 I　 335，
645−648，1990．

一 111一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


